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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断面が方形の筒状の器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられたカバー部材と、を備え、
　前記器具本体は、前記器具本体の一つの側面である第一側面の幅方向中央部に開口し、
且つ前記器具本体の長手方向に沿って連続する長尺の開口部である第一開口部と、光を出
射可能な発光素子を含む発光ユニットを前記発光素子から出射する光を前記第一開口部か
ら前記器具本体の外部へ出射可能に収容する内部空間と、前記第一側面のうち前記第一開
口部の前記器具本体の長手方向に沿った二つの縁のそれぞれと連続し、且つ前記内部空間
の内側へ向けて突出する一対の第一フランジ部と、を有し、
　前記一対の第一フランジ部は、前記器具本体の長手方向に沿って連続し、
　前記カバー部材は、前記発光ユニットの一部と、前記第一開口部の一部と、を覆い、さ
らに、前記器具本体に取り付けられた状態で前記第一開口部から前記内部空間へ挿入され
、且つ前記器具本体の長手方向に沿って連続している板状の部材である位置決め部と、前
記位置決め部の面のうち前記器具本体の前記第一側面と連続する側面と対向する面の前記
第一フランジ部の突出方向に沿った途中の位置から突出して形成されている抜け止め部と
、を有し、
　前記抜け止め部は、前記器具本体に取り付けられた状態で前記内部空間へ収容されて前
記第一フランジ部の先端面と接触することを特徴とする照明器具用ルーバー。
【請求項２】
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　前記発光ユニットは、前記器具本体と長手方向を揃えた長尺状であり、
　前記カバー部材は、前記発光ユニットの端部を覆うことを特徴とする請求項１に記載し
た照明器具用ルーバー。
【請求項３】
　前記器具本体の外面を覆う化粧シートをさらに備えることを特徴とする請求項１または
請求項２に記載した照明器具用ルーバー。
【請求項４】
　前記器具本体は、前記第一側面と反対側の側面である第二側面の幅方向中央部に開口し
、且つ前記器具本体の長手方向に沿って連続する長尺の開口部である第二開口部をさらに
有することを特徴とする請求項１から請求項３のうちいずれか１項に記載した照明器具用
ルーバー。
【請求項５】
　前記器具本体は、前記第二側面のうち前記第二開口部の前記器具本体の長手方向に沿っ
た二つの縁のそれぞれと連続し、且つ前記内部空間の内側へ向けて突出する一対の第二フ
ランジ部を有し、
　前記一対の第二フランジ部は、前記器具本体の長手方向に沿って連続することを特徴と
する請求項４に記載した照明器具用ルーバー。
【請求項６】
　複数の前記カバー部材を備え、
　前記複数のカバー部材は、前記器具本体の長手方向に沿って間隔を空けて配置されてい
ることを特徴とする請求項１から請求項５のうちいずれか１項に記載した照明器具用ルー
バー。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のうちいずれか１項に記載した照明器具用ルーバーと、前記第一
開口部から前記器具本体の外部へ光を出射可能な発光素子を含み、且つ前記内部空間に収
容された発光ユニットと、を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項８】
　請求項６に記載した照明器具用ルーバーと、前記第一開口部から前記器具本体の外部へ
光を出射可能な発光素子を含み、且つ前記内部空間に収容された複数の発光ユニットと、
を備え、
　前記複数の発光ユニットは、前記器具本体の長手方向に沿って配置され、
　前記複数のカバー部材のうち少なくとも一つは、前記器具本体の長手方向で隣り合う二
つの発光ユニットの間に配置されていることを特徴とする照明装置。
【請求項９】
　前記発光素子は、ＬＥＤ素子であることを特徴とする請求項７または請求項８に記載し
た照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光を出射可能な発光素子を含む発光ユニットを収容する照明器具用ルーバー
と、照明器具用ルーバーと発光ユニットを備える照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ユニット（光源）を収納する照明器具としては、例えば、特許文献１に記載されて
いるように、発光ユニットの下方に、互いに間隔を空けて、薄板状の複数のルーバー構成
片を配置した構成のものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１３４９２２号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、発光ユニットの下方に、複数のルーバー
構成片を配置しているため、部品点数の増加を抑制することが困難であった。
　本発明は、上記のような点に着目したもので、部品点数の増加を抑制することが可能な
、照明器具用ルーバー及び照明装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様は、断面が方形の筒状の器具本体と、器具
本体に取り付けられたカバー部材を備える照明器具用ルーバーである。また、器具本体は
、器具本体の一つの側面である第一側面の幅方向中央部に開口し、且つ器具本体の長手方
向に沿って連続する長尺の開口部である第一開口部を有する。これに加え、器具本体は、
光を出射可能な発光素子を含む発光ユニットを、発光素子から出射する光を第一開口部か
ら器具本体の外部へ出射可能に収容する内部空間を有する。さらに、カバー部材は、発光
ユニットの一部と、第一開口部の一部とを覆う。
　また、本発明の一態様である照明装置は、上記の一態様に係る照明器具用ルーバーと、
発光ユニットを備える。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、発光ユニットを内部空間へ収容可能な器具本体にカバー部材
を取り付けて、照明器具用ルーバーを形成するため、部品点数の増加を抑制することが可
能な、照明器具用ルーバー及び照明装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第一実施形態の照明装置の構成を表す斜視図である。
【図２】図１のＩＩ線矢視図である。
【図３】図１のＩＩＩ線矢視図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線断面図である。
【図５】器具本体の構成を表す図である。
【図６】アタッチメントの構成を表す図である。
【図７】カバー部材の構成を表す図である。
【図８】本発明の第一実施形態の変形例を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下の詳細な説明では、本発明の実施形態について、完全な理解を提供するように、特
定の細部について記載する。しかしながら、かかる特定の細部が無くとも、一つ以上の実
施形態が実施可能であることは明確である。また、図面を簡潔なものとするために、周知
の構造及び装置を、略図で表す場合がある。
【０００９】
（第一実施形態）
　以下、本発明の第一実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
（照明装置）
　図１から図７を参照して、照明装置１の構成について説明する。
　図１から図４中に表すように、照明装置１は、照明器具用ルーバー２と、発光ユニット
４と、蓋部材６を備えている。
　第一実施形態では、一例として、照明装置１の構成を、発光ユニット４から出射した光
により、建築物等の壁面を照らす構成とした場合について説明する。
（照明器具用ルーバー）
　照明器具用ルーバー２は、図２及び図４中に表すように、器具本体８と、アタッチメン
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ト１０（光源支持部材）と、カバー部材１２と、化粧シート１４を備えている。
【００１０】
（器具本体）
　器具本体８は、図５中に表すように、断面が方形（長方形）である筒状の部材である。
すなわち、器具本体８は、四つの側面８ａ～８ｄと、それら四つの側面８ａ～８ｄに囲ま
れた内部空間Ｓとを有する角状の筒で形成されている。
　器具本体８が有する内部空間Ｓは、後述する第一棚板部１６ａ及び第二棚板部１６ｂに
より、第一空間Ｓａと、第二空間Ｓｂと、第三空間Ｓｃとに分割されている。
　また、器具本体８は、アルミ等の金属材料を用い、例えば、押し出し成形によって形成
されている。
　また、器具本体８は、第一開口部１８と、第二開口部２０と、一対の第一フランジ部２
２と、一対の第二フランジ部２４と、第一棚板部１６ａと、第二棚板部１６ｂと、第一ね
じ受け部２６ａと、第二ねじ受け部２６ｂを有する。
【００１１】
　第一開口部１８は、器具本体８の四つの側面８ａ～８ｄのうち、一つの側面である側面
８ａの幅方向中央部に開口する開口部である。また、第一開口部１８は、器具本体８の長
手方向に沿って連続する長尺の開口部である。
　なお、以降の説明では、側面８ａを、「第一側面８ａ」と記載する場合がある。また、
以降の説明では、第一側面８ａの厚さ方向から見て器具本体８の長手方向と直交する方向
を、「器具本体８の幅方向」または「幅方向」と記載する場合がある。
【００１２】
　また、器具本体８の長手方向から見て、第一開口部１８の幅方向中心は、第一側面８ａ
の幅方向中心と同じ位置である。
　第二開口部２０は、器具本体８の四つの側面８ａ～８ｄのうち、側面８ｃの幅方向中央
部に開口する開口部である。また、第二開口部２０は、第一開口部１８と同様、器具本体
８の長手方向に沿って連続する長尺の開口部である。
　なお、図１及び図２中に表すように、側面８ｃは、第一開口部１８が開口する第一側面
８ａと反対側の側面である。また、以降の説明では、側面８ｃを、「第二側面８ｃ」と記
載する場合がある。
【００１３】
　したがって、図１及び図２中に表すように、器具本体８の四つの側面８ａ～８ｄのうち
、側面８ｂと側面８ｄは、第一側面８ａと第二側面８ｃとを連続する面である。また、側
面８ｂは、側面８ｄと反対側の側面を形成している。
　また、器具本体８の長手方向から見て、第二開口部２０の幅方向中心は、第二側面８ｃ
の幅方向中心と同じ位置である。さらに、第一側面８ａの厚さ方向から見て、第二開口部
２０の幅方向中心は、第一開口部１８の幅方向中心と同じ位置である。
【００１４】
　また、第一側面８ａ及び第二側面８ｃの厚さ方向から見て、第二開口部２０の器具本体
８の長手方向と直交する方向に沿った長さ（開口幅）は、第一開口部１８の器具本体８の
長手方向と直交する方向に沿った長さ（開口幅）よりも小さい。したがって、第一開口部
１８の開口面積は、第二開口部２０の開口面積よりも大きい。
　一対の第一フランジ部２２は、第一開口部１８が開口する第一側面８ａのうち、第一開
口部１８の器具本体８の長手方向に沿った二つの縁のそれぞれと連続している。これに加
え、一対の第一フランジ部２２は、内部空間Ｓの内側へ向けて突出している。
【００１５】
　第一実施形態では、第一側面８ａと一対の第一フランジ部２２とのなす角度が、それぞ
れ、器具本体８の長手方向から見て直角である場合について説明する。
　また、一対の第一フランジ部２２は、それぞれ、器具本体８の長手方向に沿って連続し
ている。
　一対の第二フランジ部２４は、第二開口部２０が開口する第二側面８ｃのうち、第二開
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口部２０の器具本体８の長手方向に沿った二つの縁のそれぞれと連続している。これに加
え、一対の第二フランジ部２４は、内部空間Ｓの内側へ向けて突出している。
【００１６】
　第一実施形態では、第二側面８ｃと一対の第二フランジ部２４とのなす角度が、それぞ
れ、器具本体８の長手方向から見て直角である場合について説明する。
　また、一対の第二フランジ部２４は、一対の第一フランジ部２２と同様、それぞれ、器
具本体８の長手方向に沿って連続している。
　また、一対の第二フランジ部２４の突出量は、それぞれ、一対の第一フランジ部２２の
突出量よりも小さい。
【００１７】
　第一棚板部１６ａは、器具本体８の四つの側面８ａ～８ｄのうち、側面８ｂと側面８ｄ
とを連続する板状の部材であり、器具本体８の長手方向から見て、側面８ｂ及び側面８ｄ
と垂直に配置されている。
　また、第一棚板部１６ａは、第一側面８ａと平行に配置されている。
　第二棚板部１６ｂは、器具本体８の四つの側面８ａ～８ｄのうち、側面８ｂと側面８ｄ
とを、第一棚板部１６ａよりも第二側面８ｃに近い位置で連続する板状の部材である。
【００１８】
　また、第二棚板部１６ｂは、第一棚板部１６ａと同様、器具本体８の長手方向から見て
、側面８ｂ及び側面８ｄと垂直に配置されている。これに加え、第二棚板部１６ｂは、第
一棚板部１６ａと平行に配置されている。
　したがって、器具本体８が有する内部空間Ｓは、第一棚板部１６ａにより、第一空間Ｓ
ａと、残りの空間に分割されている。これに加え、器具本体８が有する内部空間Ｓのうち
、第一棚板部１６ａにより分割された残りの空間は、第二棚板部１６ｂにより、第二空間
Ｓｂと、第三空間Ｓｃに分割されている。
【００１９】
　また、第一実施形態では、第二棚板部１６ｂが側面８ｂと側面８ｄとを連続する位置が
、距離Ｌ１が、距離Ｌ２よりも長くなる（Ｌ１＞Ｌ２）位置である場合について説明する
。
　距離Ｌ１は、第一棚板部１６ａと第一側面８ａとの距離（最短距離）である。
　距離Ｌ２は、第二棚板部１６ｂと第二側面８ｃとの距離（最短距離）である。
　したがって、第一実施形態では、第一空間Ｓａの容積が、第三空間Ｓｃの容積よりも大
きい場合について説明する。
【００２０】
　第一ねじ受け部２６ａは、第一棚板部１６ａの第二棚板部１６ｂと対向する面のうち、
器具本体８の長手方向に沿った端部に形成されている。
　また、第一ねじ受け部２６ａは、ねじ等の部材（図示せず）が嵌合する形状（例えば、
雌ねじを有する形状）に形成されている。第一ねじ受け部２６ａに嵌合する部材は、例え
ば、器具本体８の長手方向に沿った端部に開口する開口部を閉塞する部材（蓋部材）を、
器具本体８へ取り付けるために用いる。
　第二ねじ受け部２６ｂは、第二棚板部１６ｂの第一棚板部１６ａと対向する面のうち、
器具本体８の長手方向に沿った端部に形成されている。
　また、第二ねじ受け部２６ｂは、第一ねじ受け部２６ａと同様、ねじ等の部材が嵌合す
る形状に形成されている。第二ねじ受け部２６ｂに嵌合する部材は、第一ねじ受け部２６
ａに嵌合する部材と同様の部材である。
【００２１】
（アタッチメント）
　アタッチメント１０は、樹脂材料（例えば、ポリカーボネートやポリプロピレン等）を
用いて、形成されている。
　また、アタッチメント１０は、図４中に表すように、器具本体８と長手方向を揃えた長
尺状に形成されている。
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　また、アタッチメント１０は、発光ユニット４を支持した状態で、第一空間Ｓａ内に収
容されるとともに、ねじ等の取付部材２８を用いて、第一棚板部１６ａに取り付けられて
いる。なお、第一実施形態では、取付部材２８が、ねじである場合について説明する。
　また、アタッチメント１０は、図６中に表すように、平板部３０と、第一支持板３２ａ
と、第二支持板３２ｂと、第一連結部３４ａと、第二連結部３４ｂを備えている。
【００２２】
　平板部３０は、第一棚板部１６ａと平行に配置された平板状の部材であり、アタッチメ
ント１０を第一棚板部１６ａに取り付けた状態で、取付部材２８であるねじの頭部が第一
側面８ａ側に配置されるとともに、取付部材２８であるねじの軸部が貫通している。
　また、平板部３０は、アタッチメント１０を第一棚板部１６ａに取り付けた状態で、第
一棚板部１６ａと面接触している。
　第一支持板３２ａは、器具本体８の長手方向から見て、平板部３０の厚さ方向と平行に
配置された平板状の部材であり、平板部３０の第一棚板部１６ａと対向する面と反対側の
面に、第一連結部３４ａを介して取り付けられている。
【００２３】
　また、第一支持板３２ａは、第一空間Ｓａのうち、側面８ｂよりも側面８ｄに近い位置
に配置されている。
　また、第一支持板３２ａの第二支持板３２ｂと対向する面（第一支持板３２ａの、側面
８ｂに近い側の面）には、第一凸部３６が設けられている。
　第一凸部３６は、第二支持板３２ｂへ向けて突出するとともに、アタッチメント１０の
長手方向に連続する複数本の凸部である。
【００２４】
　第一実施形態では、第一支持板３２ａの第二支持板３２ｂと対向する面に、四本の第一
凸部３６が設けられている場合について説明する。これに加え、第一実施形態では、図５
中に表すように、四本の第一凸部３６のうち平板部３０から最も遠い位置に配置された第
一凸部３６ａの突出量が、他の第一凸部３６（第一凸部３６ｂ～３６ｄ）の突出量よりも
大きい場合について説明する。
　第二支持板３２ｂは、器具本体８の長手方向から見て、平板部３０の厚さ方向と平行に
配置された平板状の部材であり、平板部３０の第一棚板部１６ａと対向する面と反対側の
面に、第二連結部３４ｂを介して取り付けられている。
【００２５】
　また、第二支持板３２ｂは、第一空間Ｓａのうち、側面８ｄよりも側面８ｂに近い位置
に配置されている。
　また、第二支持板３２ｂの第一支持板３２ａと対向する面（第二支持板３２ｂの、側面
８ｄに近い側の面）には、第二凸部３８が設けられている。
　第二凸部３８は、第一支持板３２ａへ向けて突出するとともに、アタッチメント１０の
長手方向に連続する複数本の凸部である。
【００２６】
　第一実施形態では、第二支持板３２ｂの第一支持板３２ａと対向する面に、四本の第二
凸部３８が設けられている場合について説明する。これに加え、第一実施形態では、図５
中に表すように、四本の第二凸部３８のうち平板部３０から最も遠い位置に配置された第
二凸部３８ａの突出量が、他の第二凸部３８（第二凸部３８ｂ～３８ｄ）の突出量よりも
大きい場合について説明する。
　また、第一凸部３６ａと第二凸部３８ａとの最短距離、すなわち、第二支持板３２ｂと
第一支持板３２ａとの間の最短距離は、発光ユニット４の大きさ（発光ユニット４の、器
具本体８の幅方向に沿った長さ）に応じた距離に設定する。第一実施形態では、一例とし
て、第二支持板３２ｂと第一支持板３２ａとの間の最短距離を、発光ユニット４の、器具
本体８の幅方向に沿った長さよりも４［ｍｍ］小さい距離に設定した場合について説明す
る。
【００２７】
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　第一連結部３４ａは、二枚の板状部材を、器具本体８の長手方向から見てＬ字状となる
ように組み合わせて形成されている。
　第一連結部３４ａを形成する二枚の板状部材のうち一方は、第一支持板３２ａよりも第
二支持板３２ｂに近い位置で、平板部３０の第一棚板部１６ａと対向する面と反対側の面
に連続している。
　また、第一連結部３４ａを形成する二枚の板状部材のうち一方は、器具本体８の長手方
向から見て、平板部３０の厚さ方向と平行に配置されている。
【００２８】
　また、第一連結部３４ａを形成する二枚の板状部材のうち一方の、器具本体８の長手方
向から見た、平板部３０の厚さ方向に沿った長さは、取付部材２８であるねじの頭部の厚
さよりも大きい値に設定されている。なお、取付部材２８であるねじの頭部の厚さとは、
「ねじの頭部の、平板部３０の厚さ方向に沿った長さ」である。
　第一連結部３４ａを形成する二枚の板状部材のうち他方は、第一支持板３２ａと連続し
ており、器具本体８の長手方向から見て、平板部３０と平行に配置されている。
【００２９】
　第二連結部３４ｂは、第一連結部３４ａと同様、二枚の板状部材を、器具本体８の長手
方向から見てＬ字状となるように組み合わせて形成されている。
　第二連結部３４ｂを形成する二枚の板状部材のうち一方は、第二支持板３２ｂよりも第
一支持板３２ａに近い位置で、平板部３０の第一棚板部１６ａと対向する面と反対側の面
に連続している。
　また、第二連結部３４ｂを形成する二枚の板状部材のうち一方は、器具本体８の長手方
向から見て、平板部３０の厚さ方向と平行に配置されている。
【００３０】
　また、第二連結部３４ｂを形成する二枚の板状部材のうち一方の、器具本体８の長手方
向から見た、平板部３０の厚さ方向に沿った長さは、取付部材２８であるねじの頭部の厚
さよりも大きい値に設定されている。
　第二連結部３４ｂを形成する二枚の板状部材のうち他方は、第二支持板３２ｂと連続し
ており、器具本体８の長手方向から見て、平板部３０と平行に配置されている。
　以上説明したように、アタッチメント１０は、発光ユニット４を支持するとともに、第
一空間Ｓａ内に収容した状態で、発光ユニット４を器具本体８に取り付けるための部材で
ある。
【００３１】
（カバー部材１２）
　カバー部材１２は、器具本体８と同様、アルミ等の金属材料を用いて形成されている。
　また、カバー部材１２は、第一側面８ａの側から器具本体８に取り付けられて、後述す
るケース部４０の端部、すなわち、発光ユニット４の一部と、第一開口部１８の一部とを
覆う部材である。
　第一実施形態では、図１、図３、図４中に表すように、器具本体８に、二つのカバー部
材１２（図中では、カバー部材１２ａ、カバー部材１２ｂと表す）を取り付けた構成につ
いて説明する。
【００３２】
　カバー部材１２ａとカバー部材１２ｂは、それぞれ、発光ユニット４の端部を覆ってい
る。具体的には、カバー部材１２ａは、発光ユニット４の一方の端部を覆っており、カバ
ー部材１２ｂは、発光ユニット４の他方の端部を覆っている。したがって、カバー部材１
２ａとカバー部材１２ｂは、器具本体８の長手方向に沿って間隔を空けて配置されている
。
　また、カバー部材１２は、図７中に表すように、遮光部４２と、第一位置決め部４４ａ
と、第二位置決め部４４ｂと、第一抜け止め部４６ａと、第二抜け止め部４６ｂを有して
いる。
【００３３】
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　遮光部４２は、板状の部材であり、カバー部材１２を器具本体８に取り付けた状態で、
第一側面８ａと平行に配置されている。
　また、遮光部４２は、塗装や、化粧シート（例えば、器具本体８の外面を覆う化粧シー
ト１４と同様の構成を備える化粧シート）を貼り付けることにより、器具本体８と同じ外
観（絵柄）に形成されている。
　遮光部４２の幅は、器具本体８の長手方向から見て、第一側面８ａの幅と同じである。
【００３４】
　第一位置決め部４４ａは、第一開口部１８から第一空間Ｓａ内へ挿入されており、遮光
部４２の第一側面８ａと対向する面から第一棚板部１６ａへ向けて突出した板状の部材で
ある。
　また、第一位置決め部４４ａは、第一フランジ部２２と同様、器具本体８の長手方向に
沿って連続している。
　第一位置決め部４４ａの側面８ｄと対向する側の面は、カバー部材１２を器具本体８に
取り付けた状態で、第一フランジ部２２と接触している。
【００３５】
　第二位置決め部４４ｂは、第一開口部１８から第一空間Ｓａ内へ挿入されており、遮光
部４２の第一側面８ａと対向する面から第二棚板部１６ｂへ向けて突出した板状の部材で
ある。
　また、第二位置決め部４４ｂは、第一フランジ部２２と同様、器具本体８の長手方向に
沿って連続している。
　第二位置決め部４４ｂの側面８ｂと対向する側の面は、カバー部材１２を器具本体８に
取り付けた状態で、第一フランジ部２２と接触している。
【００３６】
　第一抜け止め部４６ａは、第一位置決め部４４ａの側面８ｄと対向する面から突出して
形成されており、カバー部材１２を器具本体８に取り付けた状態で、第一空間Ｓａ内へ収
容される。
　また、第一抜け止め部４６ａの先端側は、カバー部材１２を器具本体８に取り付けた状
態で、一対の第一フランジ部２２のうち、一方の第一フランジ部２２と接触している。
　第二抜け止め部４６ｂは、第二位置決め部４４ｂの側面８ｂと対向する面から突出して
形成されており、カバー部材１２を器具本体８に取り付けた状態で、第一空間Ｓａ内へ収
容される。
　また、第二抜け止め部４６ｂの先端側は、カバー部材１２を器具本体８に取り付けた状
態で、一対の第一フランジ部２２のうち、他方の第一フランジ部２２と接触している。
【００３７】
（化粧シート）
　化粧シート１４は、絵柄が付加されたシート状の部材であり、器具本体８の外面を覆っ
ている。
　第一実施形態では、一例として、図１中に表すように、化粧シート１４が、器具本体８
の外面のうち、側面８ｂの外面と側面８ｄの外面を覆っている場合について説明する。な
お、化粧シート１４が、器具本体８の全ての外面、すなわち、側面８ａ～側面８ｄの外面
を覆っている構成としてもよい。
　化粧シート１４の材料としては、例えば、ＰＰ（ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ）や、Ｐ
Ｅ（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ）等のオレフィン系、ＰＥＴ系等のフィルムシート、コー
ト紙等を用いることが可能である。
　化粧シート１４に付加する絵柄としては、例えば、木目、コルク、石目、タイル、焼き
物、抽象柄等、照明器具用ルーバー２の設置位置に適した絵柄等を用いることが可能であ
る。
【００３８】
（発光ユニット）
　発光ユニット４は、図２及び図４中に表すように、アタッチメント１０に支持された状
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態で第一空間Ｓａへ収容されて、器具本体８に取り付けられている。
　第一実施形態では、照明装置１の構成が、発光ユニット４を一つのみ備える構成である
場合について説明する。
　また、発光ユニット４は、図４中に表すように、発光素子と、電源部４８と、ケース部
４０を備えている。
　発光素子は、少なくとも主出射方向へ光を出射可能な素子である。なお、主出射方向は
、例えば、発光ユニット４から壁面等へ最短距離で光を出射する方向である。
【００３９】
　第一実施形態では、発光素子を、ＬＥＤ（発光ダイオード：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）からなる発光素子（ＬＥＤ素子）で形成した場合について説明する。
　電源部４８は、内部に電源回路を有しており、電源回路から、配線（図示せず）を介し
て、発光素子へ電力を供給する。
　ケース部４０は、樹脂材料（例えば、ポリカーボネートやポリプロピレン等）を用いて
形成されている。したがって、ケース部４０は、弾性を有している。
【００４０】
　また、ケース部４０は、器具本体８の長手方向を揃えた長尺状に形成されている。した
がって、発光ユニット４は、器具本体８の長手方向を揃えた長尺状に形成されている。
　また、ケース部４０は、発光素子と電源部４８を収容している。
　また、発光ユニット４には、天井等、照明装置１の被取付面から導出されて電源部４８
との間を電気的に接続する電力供給ケーブル５０が接続されている。
　また、発光ユニット４は、発光素子から出射する光の出射方向が、第一側面８ａ及び第
二側面８ｃの厚さ方向と平行となるように、アタッチメント１０に支持された状態で第一
空間Ｓａへ収容されて、器具本体８に取り付けられている。
　したがって、光を出射可能な発光素子を含む発光ユニット４は、発光素子から出射する
光を第一開口部１８から器具本体８の外部へ出射可能に、第一空間Ｓａへ収容されている
。
【００４１】
（蓋部材）
　蓋部材６は、第二側面８ｃの側から器具本体８に取り付けられて、第二開口部２０を覆
う部材であり、器具本体８と同様、アルミ等の金属材料を用いて形成されている。
　また、蓋部材６は、板状の部材であり、カバー部材１２を器具本体８に取り付けた状態
で、第二側面８ｃと平行に配置されている。
　また、蓋部材６は、塗装や、化粧シート（例えば、器具本体８の外面を覆う化粧シート
１４と同様の構成を備える化粧シート）を貼り付けることにより、器具本体８と同じ外観
（絵柄）に形成されている。
　蓋部材６の幅は、器具本体８の長手方向から見て、第二側面８ｃの幅と同じである。
　なお、上述した第一実施形態は、本発明の一例であり、本発明は、上述した第一実施形
態に限定されることはなく、この実施形態以外の形態であっても、本発明に係る技術的思
想を逸脱しない範囲であれば、設計等に応じて種々の変更が可能である。
【００４２】
（第一実施形態の効果）
　第一実施形態の照明器具用ルーバー２であれば、以下に記載する効果を奏することが可
能となる。
（１）照明器具用ルーバー２が、断面が方形の筒状の器具本体８と、器具本体８に取り付
けられたカバー部材１２を備える。これに加え、器具本体８が、第一側面８ａの幅方向中
央部に開口し、且つ器具本体８の長手方向に沿って連続する第一開口部１８と、発光ユニ
ット４を、発光素子から出射する光を第一開口部１８から器具本体８の外部へ出射可能に
収容する内部空間Ｓを有する。さらに、カバー部材１２が、発光ユニット４の一部と、第
一開口部１８の一部とを覆う。
　その結果、発光ユニット４を内部空間Ｓへ収容した器具本体８にカバー部材１２を取り
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付けて、照明器具用ルーバー２を形成するため、部品点数の増加を抑制することが可能な
、照明器具用ルーバー２を提供することが可能となる。
【００４３】
（２）器具本体８が、第一側面８ａのうち、第一開口部１８の器具本体８の長手方向に沿
った二つの縁のそれぞれと連続し、且つ内部空間Ｓの内側へ向けて突出する一対の第一フ
ランジ部２２を有する。これに加え、第一フランジ部２２が、器具本体８の長手方向に沿
って連続する。
　その結果、第一フランジ部２２により、第一側面８ａの強度を増加させることが可能と
なり、器具本体８の強度を増加させることが可能となる。
【００４４】
（３）カバー部材１２が、カバー部材１２を器具本体８に取り付けた状態で内部空間Ｓへ
収容される抜け止め部（第一抜け止め部４６ａ、第二抜け止め部４６ｂ）を有する。これ
に加え、第一抜け止め部４６ａ及び第二抜け止め部４６ｂの先端側が、第一フランジ部２
２の先端面と接触する。
　その結果、第一抜け止め部４６ａ及び第二抜け止め部４６ｂにより、器具本体８に取り
付けたカバー部材１２が、器具本体８から外れることを抑制することが可能となる。
【００４５】
（４）発光ユニット４が、器具本体８と長手方向を揃えた長尺状である。これに加え、カ
バー部材１２が、発光ユニット４の端部を覆う。
　その結果、カバー部材１２により、発光ユニット４が器具本体８から外れることを抑制
することが可能となる。さらに、カバー部材１２が発光ユニット４の端部を覆う状態（形
状・面積）を調整することにより、発光ユニット４から出射する光の状態（出射方向・出
射範囲）を調整することが可能となる。
【００４６】
（５）照明器具用ルーバー２が、器具本体８の外面を覆う化粧シート１４をさらに備える
。
　その結果、照明器具用ルーバー２の外観を、建築物の内壁等、照明器具用ルーバー２を
配置する状況に応じた外観とすることが可能となる。
（６）器具本体８が、第一側面８ａと反対側の側面である第二側面８ｃの幅方向中央部に
開口し、且つ器具本体８の長手方向に沿って連続する長尺の開口部である第二開口部２０
をさらに有する。
　その結果、例えば、蓋部材６等、照明器具用ルーバー２を配置する状況に応じた部品を
、器具本体８に取り付けることが可能となる。
【００４７】
（７）器具本体８が、第二開口部２０が開口する第二側面８ｃのうち、第二開口部２０の
器具本体８の長手方向に沿った二つの縁のそれぞれと連続し、且つ内部空間Ｓの内側へ向
けて突出する一対の第二フランジ部２４を有する。これに加え、第二フランジ部２４が、
器具本体８の長手方向に沿って連続する。
　その結果、第二フランジ部２４により、第二側面８ｃの強度を増加させることが可能と
なり、器具本体８の強度を増加させることが可能となる。
【００４８】
（８）複数のカバー部材１２（カバー部材１２ａ、カバー部材１２ｂ）が、器具本体８の
長手方向に沿って間隔を空けて配置されている。
　その結果、複数のカバー部材１２が発光ユニット４を覆う位置や面積を調整することに
より、発光ユニット４から出射する光の状態（出射方向・出射範囲）を調整することが可
能となる。
　また、第一実施形態の照明装置１であれば、以下に記載する効果を奏することが可能と
なる。
（９）照明装置１が、照明器具用ルーバー２と、第一開口部１８から光を出射可能な発光
素子を含み、且つ内部空間Ｓに収容された発光ユニット４を備える。
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　その結果、部品点数の増加を抑制することが可能な、照明装置１を提供することが可能
となる。
（１０）発光素子が、ＬＥＤ素子である。
　その結果、耐久性及び経済性に優れた照明装置１を提供することが可能となる。
【００４９】
（変形例）
（１）第一実施形態では、照明装置１の構成を、発光ユニット４を一つのみ備える構成と
したが、これに限定するものではない。すなわち、図８中に表すように、照明装置１の構
成を、複数の発光ユニット４（図中では、発光ユニット４ａ、発光ユニット４ｂと表す）
を備える構成としてもよい。
　この場合、図８中に表すように、複数の発光ユニット４を、器具本体８の長手方向に沿
って配置し、複数のカバー部材１２のうち少なくとも一つを、器具本体８の長手方向で隣
り合う二つの発光ユニット４ａと発光ユニット４ｂの間に配置する。
　その結果、複数のカバー部材１２が複数の発光ユニット４を覆う位置や面積を調整する
ことにより、複数の発光ユニット４から出射する光の状態（出射方向・出射範囲）を調整
することが可能となる。
　なお、図８中では、複数のカバー部材１２を、「カバー部材１２ａ」、「カバー部材１
２ｂ」、「カバー部材１２ｃ」と表す。さらに、図８中では、複数のカバー部材１２のう
ち少なくとも一つのカバー部材１２を、「カバー部材１２ｃ」で表す。
【符号の説明】
【００５０】
　１…照明装置、２…照明器具用ルーバー、４…発光ユニット、６…蓋部材、８…器具本
体、８ａ…第一側面、８ｂ…器具本体の側面、８ｃ…第二側面、８ｄ…器具本体の側面、
１０…アタッチメント、１２…カバー部材、１４…化粧シート、１６ａ…第一棚板部、１
６ｂ…第二棚板部、１８…第一開口部、２０…第二開口部、２２…第一フランジ部、２４
…第二フランジ部、２６ａ…第一ねじ受け部、２６ｂ…第二ねじ受け部、２８…取付部材
、３０…平板部、３２ａ…第一支持板、３２ｂ…第二支持板、３４ａ…第一連結部、３４
ｂ…第二連結部、３６（３６ａ～３６ｄ）…第一凸部、３８（３８ａ～３８ｄ）…第二凸
部、４０…ケース部、４２…遮光部、４４ａ…第一位置決め部、４４ｂ…第二位置決め部
、４６ａ…第一抜け止め部、４６ｂ…第二抜け止め部、４８…電源部、５０…電力供給ケ
ーブル、Ｓ…内部空間、Ｓａ…第一空間、Ｓｂ…第二空間、Ｓｃ…第三空間
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